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巻
頭
言

リスクの「責任論」から「救済論」へ

東京電機大学教授

寿楽 浩太 (じゅらく・こうた)

東京大学大学院学際情報学府博士課程単位取
得満期退学。博士(学際情報学)。東京大学助
教，東京電機大学准教授を経て現職。専門は
科学技術社会学。主な著書に『科学技術の失
敗から学ぶということ：リスクとレジリエン
スの時代に向けて』など。

2011 年の東京電力福島第一原子力発電所事故(以下，福島事故と表記)で避難を余儀なくされた人びとが原
告となって国に損害賠償を求めた裁判の判決において，2022 年 6 月 17 日，最高裁判所は国に賠償責任はな
いとする判断を示した。最高裁は，下級審でも争われてきた巨大津波の予見可能性についての判断からでは
なく，福島事故以前当時において一般的であった防潮堤に偏った津波対策では，具体的な津波の規模に関す
る予見の程度にかかわらず，実際に襲来した東日本大震災の津波による事故の発生は不可避だったとして，
国の規制の不備や不作為を認めなかったのである。
筆者は，予見可能性ばかりが常に争点になる，(とりわけ日本の)科学技術に関する重大事故後の論争や法
的紛争にずっと違和感を持ってきたので，今回の最高裁の判断には注目している。
イギリスの技術社会学者 J. ダウナーは，われわれの事前の認識が及ばないがゆえに避け得ない，そもそも
対策されない原因によって生じる事故を epistemic accident(さしあたり「認識に関する事故」とでも訳せよう
か)と呼び，それは経験的に次第に克服されうるものではあるが(例：航空事故の経験の蓄積と航空安全の向
上)，他方で原子力のように破局的な失敗が許されず，経験が蓄積され難い分野ではこの種の事故への対処が
難しいことを指摘している。本誌の読者には，unknown unknowns の問題，という方が通りがよいだろう
(ダウナー自身もこの語を引き合いに出している)。
ダウナーの説は，あたかもわれわれが事故前から事故を防ぎ得たと後知恵で考えることを戒め，むしろ，
事故前にはまさに文字通りに事故を防ぎ得なかったことを直視するように求めていると，筆者は受け止めて
いる。
ただし，あわてて付け加えねばならないのは，それは被害者＝原告側の「事故は予見できたはずで，防ぎ得
たものだ，したがって落ち度を認めて救済をせよ」という主張に筆者が賛成しない，という意味では全くない
ということだ。
むしろダウナーの警告を本当に直視するなら，epistemic accident に対して予見可能性を被害者救済の規
準とすることはいよいよ不適当，不公正だと言える。具体的な態様や内実を事前には予期できないものの，
しかし重大な被害を生じうるのは明らかであるような事故の類型が既知であるならば，われわれがするべき
ことは，不作為や過失を起点にした責任論による被害者の救済ではなく，重大な被害が生じればそれ自体を
事由に直接救済を行うという規範と，それを具現化した制度であろう。
実際，判決を下した菅野博之裁判長は，いわゆる「国策民営」という原子力政策・事業の前提も踏まえて，
本来は国が過失の有無に関係なく被害者の救済に最大の責任を負うべきだとの補足意見を述べたと報じられ
ている。ボールは立法府や行政府，そして専門家集団に投げ返されたとみるべきではないか。
特に福島事故後，盛んに「リスク」の分類学を論じ，「レジリエンス」論のように，事前の備えに偏ることを
戒める学説も大いに取り上げてきた本学会は，そうであればこそ，この論点にもっと注目し，積極的に問題
提起や提言をしてきてもよかったはずだ。今からでも遅くはない。福島事故の被害者に報いるとともに，将
来のリスクへの公正で実現性のある備えを社会に示していくべきであろう。

(2022 年 6 月 19 日 記)
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時論 「デブリ取り出し」と「ALPSスラリー」
―福島廃炉，本当に優先されるべきは何か

吉野 実 (よしの・みのる)
テレビ朝日記者
中央大学を卒業後，新聞社 2社での勤務を経
て 1999 年，テレビ朝日入社。社会部，ソウル
支局などを経て経済部経済産業省担当となっ
てすぐに福島第一原子力発電所事故に遭遇，
以来，一貫して同事故の収束について取材。
主な著書に『「廃炉」という幻想―福島第一原
発，本当の物語』がある。

福島第一原子力発電所(以下『1F』)1 号機 PCV内部調
査が進んでいるが，内部の様子が判明すればするほど，
廃炉の困難さは増しているように思われる。その一方
で，燃料デブリの取り出しを優先する政府の姿勢にも違
和感を覚えざるを得ない。1F のリスクの中で，本当に
優先するべきはデブリ取り出しなのだろうか。

[鉄筋むき出し，耐震性に不安も]
東京電力は 5月 17 日から始まった 1号機 PCV の水
中 ROV 調査の動画を 23 日に公開した。そこに映し出
されたのは，PCV ペデスタルの開口部周辺の厚さ約
1.2 メートルのコンクリート壁がなくなり，鉄筋がむき
出しになった姿だった。なぜこのように無残な姿になっ
たのか。恐らく，冷却不能により，およそ 2,800 ℃で溶
け落ちた燃料集合体が，炉内のさまざまな構造物を巻き
込みながら，デブリの熱い塊となってペデスタルの底に
落下した。デブリの一部はペデスタル内に留まり，一部

は開口部から PCV 外周部に流れ出た。この際，コンク
リートは溶け，鉄筋だけが残ったとみられる。
「(炉心を支える)ペデスタルの支持力がことのほか落
ちていたらどうなるのかというのはしっかり考えておく
必要がある」「改めて大きな地震に襲われた時に，地震荷
重が加わった時(東電の)評価通り耐えられるのか」。
5月 25 日の定例会見で原子力規制委員会の更田豊志委
員長はこのように述べ，ペデスタルの耐震性に強い懸念
を示した。東電は，ペデスタル底部の鉄筋コンクリート
壁のおよそ 4分の 1を失い，残る 4分の 3にも相当のダ
メージを受けたとしても「耐震性は問題ない」との IRID=
国際廃炉研究開発機構による試算を示した。しかし，水
中 ROVは，まだペデスタルの奥深くを調べたわけでは
ない。ペデスタル内部の方が，ダメージが深刻ではない
とは，誰にも保証できない。実際の調査結果に基づき，
改めて耐震評価をし直すべきだろう。

今回の調査で明らかになった懸念は，耐震性に止まら
ない。東電廃炉推進カンパニートップの小野明氏は同月
26 日の定例会見で「ペデスタルの外に出ているもの(=デ
ブリ)をどう処理するかは難しいと考えている」と述べ
た。というのも，現在三菱重工業などが開発しデブリの
試験取り出しの準備を進めているロボットアームは，
PCV 底部にある制御棒交換用通路である X-6 ペネから
挿入し，ペデスタル内部にアームの先端部分を降ろすと
いう設計で，そもそも PCV 外周部を対象としたもので
はない。では，シールドプラグを開け，原子炉上部から
アプローチができるかというと，BWR=沸騰水型原子炉
の形状からしてそれも難しいだろう(注・2，3号機の
シールドプラグ下は非常に高い線量で汚染されているた
め，そもそも開けることは現実的ではない)。

問題は，さらにある。今回，PCV外周部にある堆積物
由来の中性子束が検出された。どれがどれ，と特定され

( 2 ) 日本原子力学会誌，Vol.64，No.8 (2022)
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たわけではないが，このことによって初めて「外周部に
デブリがある」と科学的に評価することが可能となった。
その堆積物は，ジェットデフレクター周辺にも一定数あ
ることが確認されている。筆者は会見で「デブリが
ジェットデフレクターを通ってベント管の内部に落下し
た可能性はないか」と尋ねると，小野氏は即座に「その可
能性は否定できない」と応じた。つまり，ただでさえ外
周部デブリにアプローチするのは難しいのに加えて，ベ
ント管に落下した可能性のあるデブリを回収するのはほ
とんど不可能なのではないか。

[腰を据え，腹をくくり]
さて，政府(原子力損害賠償等廃炉機構と IRID を含
む)と東電は，1F 事故を起点に廃炉まで 30～40 年とい
う旗印を掲げている。事故から 11 年経ったのだから，
廃炉まであと 29 年である。しかし，それは現実的だろ
うか。デブリの総量は，IRID 自身が，約 880 トンあると
推測している。廃炉の課題はデブリのみに止まらない
が，仮に 29 年で廃炉にするというのなら，デブリも
29 年以内に取りださなければならない。これがどうい
うことを意味するかというと，(880 トン 1,000)
(29 年365)≒ 83 キロ。つまり，現在からスタートし
たとしても，1日 80 キロ以上，毎日コンスタントにデブ
リを取りださなければならない。これに対して，前出の
ロボットアームが企図しているデブリ取り出しの量はわ
ずか 1グラムだ。三菱重工業の技術者は筆者の取材に対
し「ロボットアームが最大持ち上げられる量は 10 キロ程
度。将来的には 20 キロ 30 キロに増やしていきたい」と
述べた。努力されている研究者，技術者には大変申し訳
ないが，ペデスタル内デブリの「1 日 83 キロ取り出し」は
現時点では夢物語であり，しかも外周部のデブリやベン
ト管内に落下したかもしれないデブリの取り出しは，ス
タートラインにすら立っていない。デブリ一つとっても
この状況なのだから，廃炉に伴い発生する大量の廃棄物
処分などを考慮すれば「29 年で廃炉」は不可能である。
筆者は何も，デブリ取り出しを含む廃炉を「諦めろ」と
言っているのではない。その取り出しは，腰を据え，腹
をくくり，例えば 100 年といった長期的な視点で取り組
むべきだと考える。さらに言えば，デブリの存在は 1F
のリスクとして喫緊の課題とは言い難い。例えば，東電
が「ALPS スラリー」と呼ぶ「高レベル放射性汚染物」の処
理は，もっと大きなリスクの代表例だろう。

[行き詰まる汚染物処理]
さて，処理水処分について政府方針である「希釈海洋
放出」について，規制委は「人と環境に影響はない」との
結論を出し，一般からの意見募集を経て，間もなく正式
に合格を出す。しかし，多核種除去設備=ALPS で処理
した後に残った ALPS スラリーは溜まっていく一方で
ある。現在，スラリーは，HIC(ヒック：高性能ポリエチ
レン容器)という円筒形の容器に入れて保管されている
が，その量は約 3,400 基(2022. 3 現在)もある。しかも，
困ったことに，ヒックの積算吸収線量が落下による破壊
につながる可能性がある 5,000 キログレイに至っている
ものが 45 基(2022. 1 現在)あり，予測では 2024 年 3 月
末には 100 基程度となり，さらに増えていく。
東電は 21 年 5 月に 45 基中，31 基分の内部線量評価を
規制委に提出したが，低いもので毎時 97 グレイ，高いも
ので毎時 156 グレイもある(ベータ核種のストロンチウ
ム 90 での線量評価)。そして，ヒック表面線量も毎時約
13 ミリシーベルト。このように非常に高線量のゴミで
あり，扱いは慎重の上にも慎重であるべきだ。
東電は 5,000 キログレイに達したヒックを別のヒック
に詰め替えたり，将来的にはスラリーを脱水した上で，
炭素鋼などでできた容器に詰め替えたりする安定化対策
案なるものを示した。しかし，新ヒックへの詰め替えは
4基を終えただけである(2022. 5 月末現在)。しかも，詰
め替え後のヒックの底には沈殿物が残るものもあり，こ
れをどうするか，実効的な対策はまだ，ない。さらに，
水抜きする安定化対策案について東電は▽閉じ込め機能
を有し▽十分な耐震性能のある設備設計を決定し
「2022 年度内に設置工事を開始する」などとしているが，
規制側は懐疑的だ。

[本当に重要なのは何か]
さて，デブリ取り出しと言えば画像・映像も豊富で，
一種，華やかでマスコミ受けもするだろう。一方で，ʠご
み処理ʡであるスラリーの処分は地味である。しかし，
ヒックが破損し，内容物が流出する可能性があるという
のは，より喫緊の課題であり，民間企業である東電だけ
では解決できないのではないか。むしろ，スラリー問題
こそ，経産省，廃炉機構，IRID といった人々が，ヒト，
モノ，カネ，そして知恵を出し，早急に解決すべきだと
筆者は考える。

(2022 年 6 月 9 日 記)
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